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行
仙
宿
で
植
平
修
氏
他
一
名
の
奥
駈
修
行
接
待 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
７
月
１
５
日
（
水
）
曇
り 

 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄
、 

 

２
名 

 

行
者
；
植
平
修 

 

６
６
歳
（
奈
良
県
宇
陀
市
） 

 
 
 
 

市
居
清
善 

６
５
歳
（
滋
賀
県
東
近
江
市
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

植
平
さ
ん
に
は
、
昨
年
４
月
椎
木
さ
ん
の
奥
駈
修
行
に
同
行
さ
れ
た
ご
縁
で
、

浦
向
道
の
鋼
鉄
製
新
橋
を
ご
寄
進
い
た
だ
き
、
そ
の
運
搬
や
設
置
に
５
回
も
お

運
び
い
た
だ
い
た
。 

所
属
さ
れ
て
い
る
金
峯
山
寺
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
、
ま

た
単
独
で
大
森
山
の
ザ
イ
ル
設
置
を
さ
れ
る
な
ど
修
行
と
併
せ
維
持
管
理
に

も
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
先
日
６
月
７
日
の
前
鬼
裏
行
場
の
倒
木
処
理
に
も
前
泊

し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
持
参
で
参
加
ご
協
力
を
頂
い
た
。 

 

本
山
の
奥
駈
行
な
ど
の
行
事
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
全
て
中

止
に
な
る
中
、
法
友
の
市
居
さ
ん
と
二
人
で
梅
雨
空
を
厭
わ
ず
、
吉
野
～
熊
野

～
新
宮
（
８
泊
９
日
）
の
逆
峯
奥
駈
行
を
行
わ
れ
た
。 

７
月
１
５
日
に
行
仙
宿
泊
と
連
絡
が
あ
り
、
せ
め
て
夕
食
の
接
待
を
、
と
思
い

梶
野
君
と
２
名
で
出
向
い
た
。 

 

当
日
昼
過
ぎ
自
宅
を
一
人
で
出
て
下
北
山
村
役
場
に
立
ち
寄
り
、
南
村
長
を

表
敬
訪
問
。
和
田
君
か
ら
は
「
Ｒ425

と
四
ノ
川
林
道
は
走
行
確
認
が
取
れ
て

い
な
い
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
役
場
を
出
発
し

て
、
午
後
二
時
過
ぎ
に
登
山
口
に
着
く
。
先
着
し
て
い
た
梶
野
君
は
一
度
小
屋

迄
荷
揚
げ
し
、
再
び
登
山
口
に
戻
っ
て
待
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
着 

 
 
 
 

 

お
二
人
が
到
着 

 
 
 
 

 
 

お
堂
で
勤
行 

モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
み
小
屋
に
向
か
う
。
午
後
三
時
過
ぎ
に
行
仙
宿
到
着
。

こ
こ
ま
で
長
雨
の
影
響
は
無
く
、
Ｒ425

、
四
ノ
川
林
道
、
補
給
路
、
行
仙
小

屋
に
異
常
は
無
か
っ
た
。 

 

午
前
１
１
時
半
に
植
平
さ
ん
か
ら
梶
野
君
に
電
話
で
「
証
誠
無
漏
岳
に
着
い

た
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
行
仙
宿
に
は
午
後
４
時
半
こ
ろ
に
到
着
予
定
だ
そ

う
だ
。 

お
二
人
を
待
つ
間
に
小
屋
内
の
整
理
や
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
、
用
意
し
た
弁

当
の
他
に
お
で
ん
も
持
参
し
た
の
で
鍋
で
温
め
た
り
と
、
食
事
の
段
取
り
を
整

え
て
到
着
を
待
っ
た
。 

４
時
過
ぎ
と
５
時
前
の
２
度
、
行
仙
岳
方
面
に
出
迎
え
に
行
く
が
や
っ
て
く
る

気
配
は
な
い
。
待
っ
て
い
る
時
は
、
な
か
な
か
到
着
し
な
い
も
の
だ
。
小
屋
周

り
を
整
理
し
て
い
る
と
鈴
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
来
た
、
午
後
５
時
半
、
お



二
人
が
到
着
、
元
気
そ
う
だ
。 

お
堂
で
勤
行
し
、
７
リ
ッ
タ
ー
の
ポ
リ
タ
ン
を
手
に
、
水
汲
み
に
下
り
ら
れ
た
。 

６
時
１
０
分
頃
に
小
屋
に
戻
り
、
沸
か
し
た
お
湯
で
体
を
拭
き
、
着
替
え
て
着

席
。
大
し
た
お
も
て
な
し
も
で
き
な
い
が
、
用
意
し
た
弁
当
を
温
め
て
お
出
し

し
た
。
ビ
ー
ル
も
お
勧
め
し
た
が
、
修
行
中
な
の
で
と
固
辞
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

水
汲
み
か
ら
戻
る 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

午
後
８
時
に
下
山 

食
事
中
、
お
二
人
に
お
話
し
を
伺
っ
た
ら 

「
今
日
は
午
前
３
時
過
ぎ
に
小
仲
坊
を
出
た
が
、
行
仙
迄
１
４
時
間
以
上
を
要

し
た
。
昨
日
、
弥
山
か
ら
前
鬼
ま
で
は
一
日
中
雨
で
雨
量
も
多
く
、
前
鬼
手
前

の
沢
が
渡
渉
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
閼
伽
坂
尾
根
経
由
で
小
仲
坊

に
入
っ
た
。
明
日
か
ら
は
玉
置
山
、
本
宮
、
小
雲
取
越
、
大
雲
取
越
を
歩
き
、

最
終
日
は
那
智
山
か
ら
新
宮
ま
で
を
歩
い
て
２
０
日
の
夕
方
新
宮
着
で
満
行

と
な
る
。」 

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
話
は
尽
き
な
い
が
、
長
時
間
の
歩
行
で
お
疲
れ
の
様
子
、

明
日
も
早
立
ち
な
の
で
午
後
７
時
半
少
し
前
に
小
屋
を
後
に
す
る
。
久
し
ぶ
り

に
真
っ
暗
な
中
を
下
山
し
た
。
帰
宅
は
午
後
９
時
３
０
分
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

記
；
沖
崎) 

  

行
動
タ
イ
ム 

14

：15

登
山
口
→15

：05

行
仙
宿
→19

：25

→19

：55

登
山
口 

 

行
仙
宿
に
向
か
う
途
中
、
ち
ょ
う
ど
池
峰
の
池
の
平
公
園
の
横
で
植
平
さ
ん

か
ら
電
話
が
あ
り
、
停
車
し
て
話
を
す
る
。
証
誠
無
漏
岳
か
ら
で
、
持
経
宿
に

降
り
て
昼
食
後
行
仙
に
向
か
う
、
４
時
頃
に
到
着
予
定
。
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。

ペ
ー
ス
が
速
い
と
思
い
な
が
ら
登
山
口
着
。
手
早
く
食
事
を
済
ま
せ
て
一
旦
小

屋
迄
登
る
。
先
日
見
つ
け
た
発
電
機
台
の
抜
け
落
ち
た
ボ
ル
ト
を
付
け
直
す
。

お
堂
前
に
幟
を
立
て
て
準
備
す
る
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
向
か
う 

 
 

 
 

小
屋
内
異
常
な
し 

 

発
電
機
台
の
外
れ
た
ボ
ル
ト 

水
場
も
見
に
行
き
た
か
っ
た
が
、
時
間
の
余
裕
が
な
い
と
判
断
し
て
、
空
の
背



負
子
を
背
に
登
山
口
に
戻
っ
た
。
沖
崎
さ
ん
の
到
着
を
待
つ
間
に
、
登
山
口
鉄

階
段
の
両
脇
に
延
び
た
小
木
を
刈
り
取
る
。
階
段
脇
の
水
槽
を
掃
除
し
て
側
溝

の
落
ち
葉
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
掃
除
す
る
。 

 
 

 
 

 

階
段
脇
を
除
草 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

水
場
の
様
子 

２
時
過
ぎ
に
沖
崎
さ
ん
が
到
着
、
植
平
さ
ん
か
ら
の
電
話
を
報
告
、
荷
物
を
モ

ノ
レ
ー
ル
に
積
み
込
ん
で
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。
小
屋
玄
関
の
温
度
計
は
１

８
℃
を
指
し
て
い
て
、
半
袖
で
じ
っ
と
し
て
い
る
と
少
し
寒
さ
を
感
じ
る
。
ス

ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
て
一
時
間
ほ
ど
で
小
屋
内
は
２
１
℃
に
な
っ
た
。
お
湯
も

沸
か
し
て
大
方
の
準
備
は
完
了
し
た
。
午
後
４
時
を
過
ぎ
て
も
お
二
人
が
到
着

す
る
気
配
は
な
い
。
５
時
を
過
ぎ
て
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
で
は
と
心
配

す
る
が
、
５
時
半
頃
に
沖
崎
さ
ん
が
「
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
」
と
知
ら
せ
て
く

れ
た
。
到
着
し
た
植
平
さ
ん
か
ら
「
途
中
で
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
」
と

聞
か
さ
れ
た
。 

水
汲
み
に
降
り
る
、
と
聞
い
て
一
緒
に
水
場
に
向
か
っ
た
。
水
場
は
よ
く
流
れ

て
い
て
、
落
石
も
少
な
か
っ
た
。
夕
暮
れ
が
迫
っ
て
い
た
の
で
、
掃
除
は
し
な

か
っ
た
。
水
場
へ
の
途
中
、
濡
れ
た
岩
が
滑
り
や
す
く
注
意
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

夕
食
後
、
賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
な
ど
、
不
用
品
を
背
に
下
山
、
午
後
８
時

に
登
山
口
を
後
に
し
た
。 

(

記
；
梶
野) 

行
動
タ
イ
ム 

11

：56

登
山
口1

2

：12

→12

：47

行
仙
宿
→13

：2
0

登
山
口1

4

：2
0

→1
5

：

05

行
仙
宿
→17

：46

水
場
→18

：10

行
仙
宿19

：25

→19

：55

登
山
口 

 


